
弟三学年 保健体育科 学習指導案

1,単 元名′ 集団的スポニッ ノミスケッ トボール 」

日 攻  平 成 15年 10月 1日
′
5校 時

生 徒 、3年 1・ 2組 男子 25名

指導者 田 野畑村立口野畑中学校

教諭 太 田代 誠

(運動領明E球 技一ア)

2,単元について   1                               '

(1)教 材観             i

バスケットボ■ルは、 lo'人の
′
ブレーヤーがコー ト内で入 り乱れ、各コー ト端の上方にあ

るリングヘシュー トし合い、得点を競 うスポ‐ツである。ごのスポーツ1ま、冬季の室内競技

として作 り出されただ!チに、狭いヨー ト内で攻撃や防御め繰 り返 しが活発に展開される。従

?て 、ボールをPン トロールすることはもちろん、さまざまなシュー トやパス、ドジブルの

個人技能や相手や味方のプレーヤーの動きを把握 し、知的に計算された集団技能が必要とな
・

る。また、技能の習得には瞬発力、持入力などの十分な体力が条件となると   '
‐ このような特性を持ったバネケットボールは、生徒達に大変好まれ、レタリューションと

しても取 り上げちれ、シュー トできた喜びの顔もよく見られる。しかし、その反面、性格の

弱い生徒や技能あ低い生徒は、身体的要触に対する恐れを抱いたり、自分のところヘボール

がパスされないことに充実感や存在感を感じられず、興味を失い、バスケジトボールから遠r

ざかってしまう′こと,もある。

(2)'生徒観    …                         j

=生徒たちはおとなしいが、連動 自体は嫌がらず積極的に取 り組む生徒が多い。アンケー ト

結果を見ると体育の授業を 「好きJ「どちらがというと好き」
'と

答えた生徒は96%い る。し

かし、バスケットボールの授業を 「好き上Fどちらかというと好き」と答えた生徒は75%に

減り、バスケットボエルが 「得意」,「どちらかというと得意」と答えた生徒は42%と いう状
'  況

であるを ｀ 1              、
      【

この:結
果から、スピード感があリシユートを決めたときづ喜びが大きいところから興味関

: 心
をもつている,生徒が多いがf基 本的な技能が身についていない生徒が多く、特にシユート

が習得されでいないことと自分からボ千ルを進んで奪い取るという経験不足が原因でバスケ

ットボール離れが現れているため
J「
好き」「得富」の数字が低く、なっていると考える。

また、全体的に思考力はあまり高くない。バスケットボール音円の生徒も4人 と少ないので

教師側から例示を与えながらよリー層、話し合い活動をお発に行わせ、思考力 =表現力を青

成することがチームゲームを成功させる要因であると思われる。

(3)指 導観

単ガ全体を通して、競争の楽しさを二人ひとりが味わえるようにシュー ト各種の基本技能
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習得のためめ時間を充分にとリシュニ トカ向上に力を入れる。試合の中でチャンスがあれば

誰でもどこからでもシュー トを打たせ、高得点の試合を目指す。特に体格 ・体力 ・技術面で

劣る数名の生徒には個別指導などを行い、留意していきたい。また、話 し合い活動を通して

チrム の攻守の課題を見つけ(そ れを解決する僚習計画を工夫す ることによりf一 人一人が

存在感や充実感を味わうことができると考える。

4    前 時の評価から課題確認をし、テーム学習 (話し合い ・教え合い学習)と ゲーム、最後に

評価 (自己評価 ,相互評価)と いぅ過程を基本として授業を進めることにより、個人やテー

ムの課題を解決させてくとともに、授業の中で学び方について習得 させていきたい。。

3.単 元の 目標                    ｀               1

(1)バ スケットボールの楽しさな喜びを自ら進んで求めることができるようにする。

(個人の関心 ・意欲 ・態度)

(2)チ ームにおける自己の役割を自覚し、責任を果た しながら互いに協力じて計画的にグ十ムや      ′

練習に参加すると
｀
ともに、勝敗に対

1し
て公正な強度をとることができる。

(集団の中での関心 ,意欲 ・態度)     ′

(3)コ ー トや用具の安全を確かめ、自他の健康 ・安全に留意して活動できる。

(集団の中での関心 ・意欲 ・態度)

(4)諜 題を明らかにし、課題解決に努め、ゲームや森習の中で工夫することができる。
′
                           (思 考 ・判断)

(5)基 本的技能を身にうけ、ゲームに生かすことができる。 (技 能)

(6)チ ームの作戦をゲームに生かすことができる。(技能)

、 =(7)ゑ ―ルやゲームの進め方が理解できる。ヽ (知識 ・理解)

4ぃ革元指導計画と評価規準 (総時間数14時 間)

時
　
間 学 習 活 動

評 価 拐  準 (評価方法)

聞心 意欲 ・態度 思考 す判断 技 能 知識 ・理解

オ ツエ ンテーシ ョン

・学習のね らい と進

め方

,アンケー ト

・自己評価ヵTド の

記入方法 の確認

興味 ・関心をもち

話を聞こうとする。

(残宗)

進んでアンケー ト

に答えようとする。

鶴 ・ルート
・
)

・学習のね らいを具

体的にもつことが

できる。 (カ ート
・
)

・パスケットボール

の学び方、楽しみ

方を理解すること

ができるす  働 祭)

2

個 人技能 の習得

・ボギル コン トE 2 -

ル

・ドリブル 、 ′くス

・シュー ト各種

・意欲的に孫皆に取

り組 もうとす る。

(樹奈・カート
・
)

・教え合いなが ら楽

しく僚習に取 り組

もうとする。

、   「
｀
 (観草・力‐卜

｀
)

・個人の課題を明確

に し、課題解決の

仕方 を考 えること

ができる。

(力‐卜・`普手)

・パス、 ド ブブル 、

各種シュー トの技

能 を高め ることが

できる。

(観察・カートr)

・各種技能の要領が

わかる。  働 続・事手)
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！
ヽ／

個 人技能 を高 めなが

らゲームを楽 しむ

・各種個人技能

。オール コー ト3対

3

・自ら進んで練習や

ゲームに取り組も

うとする。 ・

1     (自算・カート
ヾ
)

'教え合いながら業

しく篠習する。

【観幕力‐卜
゛
)

1安全な実践の仕方

を理解することが

できる。    僧 第)

i準備や後片付けを

協力 して行お うと

する。 (撤 ・力「ド)

個ヽ人の課題の解決

に努め、僚習やゲ

ームの中で工夫す

ることができる。

(資祭・力‐卜
・b挙手)

・基本技能をゲーム

で生かすことがで

る。  等捺・カード)

いゲームの進め方を

理解できる。

(気奈・発音)

5

ヤ
6

7

8

集団技能を習得 しな

がらミニゲエムを楽

しむ       ｀

・遠攻

・カットインプレー

,ブーンディフェン:

ヽ
フ く

・オール平T卜 3対3

・互いに協力しなが

ら進んで楽しく僚

習やダームをしよ

うとする。

、 (緋 ,功―ド)

・自分ゃチームの
ヤ
技

能を把握 し、それ

に応 じた作戦を立

てることができる。

(樹隼・カー ト
・い発寅)

自分やチームの能

力に適 した練習 を

行い、作戦を生か

したゲエムを行 う

ことができると

(器・トド)

・チ‐ムの攻防の仕

方 を構造 的、合理

的 に理解 で き
1る

。

(樹奈Bテスト)

9

10

11

12

集 団技 能を高 めなが

|ゲ
ニムを楽しむ

・集団技韓

・5 対 5

,・評価

・自分の役割を果た

しチー ムに貢献し

,よ うとする。

僧祭・力=ド)

,勝敗 に公正 な態度

で臨み、楽 しも うと

す る。    鱒 崩

・チームの課題 の解

決に努 め、様習や

ダームの中で工夫

することができる。

(観夕・カート
｀
)

B篠習したチーム技

能をゲームで生か

す ことができる。

(観祭・ガ ート
｀
)

・ルールや審判法を

理解できる。

(観祭・テスト)

5.本 時の指導 (8/15)

( 1 ) 目標

ア 互 いに協力しながら進んで楽しく続習やゲrム をしようとする。(関心丁吉欲・態度)

イ 自 分やチームの技能を把握 し、それに応じた作試を立てることができる。(思考 ・判断)'

ウ 自 分やチームの能力に適 した僚習を行い、作戦を生かしたゲームを行 うことができる。 (技能)

(2 )評 価基準

A:十 分満足 できる B!お おむね満足できる C;努 力を要す る

関
　
心
　
主早

欲

教え合い、励まレ合いながら進ん

で楽しく練習やゲームをレようィと

する。

互いに協力しながら進んで練習や

ゲームをしようとする。

進んで取り紅む姿勢が不足 してい

る。         ,

→ リーダーを中心に支援す ると

→積極的に声をかけて援助を行 う。
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担
い
　
ユ々
　
判
　
断

自分やチームの技能に応じた作戦

を考え、僚習やゲームの中で工天

し発言できる。

自分やチームの技能を把握 し、そ

れに応 じた作戦を立てることがで

きる。

チームの作戦を立てることが不十

分でいる。   ド

→前時の自己評価カー ドに作戦が

立てれるように助言しておく、

→話 し合いがスムースに進むよう

にブーダーを支援する。

→改善点のとン トを提示する。

支
　
能

ヽ
　

′

僚習やゲ千ムを通して作戦の集団

的技能を速くIE′確に行うことがで

きる。             '

自分やチームの能申に項 した篠習

を行い、作戦を生かした簾習やゲ

ームを行 うことができる。

チームの作戦を練習やゲームであ

まり生かせていない。

→作戦のねらいを確認させる。

→4国々 の役割を確認させる。

( 3 _ ) 展開

学 習 1活  動 指導上の留意点、評価、支援等

導

入
　
１５
　
分

1,ラ ンェング

準備運動 ・補強運動

2,個 人撃能の練習

ホ'―ル7ントロール・シュート各種,個人課題別線習

3 . Ⅲあいさつ

課題の把握

リーダーを中心にグループ毎に進んで活動できるように

支援する。

技能の身についていない生徒には個別指導を行 う。

元気にあい°
さつをさせる。

出欠席、健康状態の確認 `

オァル ョー ト3対 3で チ十ムの攻防を工夫 しよう
`

・前時を振り返 りながら、本時の課題を確認する。

・ミ‐テイングのポイントを提示する。

,練習の場の確認をする。        /

展

チーム ミ▼テ ィング

・チームの作戦を立てる。

・練習内容 を計画する。

チーム練習

自分やチームの技能を把握 した作戦を立てているか。

′         ャ    (思 )(カード,観察)

→前時の自己評価カー ドに作戦が立てれるように助言

してお く。

→話 し合いがスムース に進む よ うに リ

る七            1

互いに協力しながら進んで練習をしよ

くB目〉

→リーダーを中心に支援する。

作戦を生かした練習を行っているか。

く技〉

ウ

‐ダーを支援す

うとしているか。

(観祭 ロカード)

(観察 ・カー ド)
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オー
ルコー ト3 対` 3 タ

(ゲーム)

ゲiム →審判 ・得点→記録

→準備のローテーシ当ンで

行 う。

バックパネルールな し

ゲー ム中に ミユテ ィングの

時間を確保す る。

→作戦のねらいを確認させる。

互いに協力しながら進んでゲームをしようとしている

か。            (関 〉 (観察ロカード)

→積極的に4/~をかけて援助を行 う。

チームの技能に応 じた作戦が立てられているか。

(思〉 (観察・カー ド)

→改善点のビン トを提示する。

作戦を生かしたゲームを行つているか。

〈技)(観 察・カー

→作戦のねらい と個々の役割を確認 させ る。

イ

ド)

8.

9:

roi

本時の反省 (振り返り)

まとめと次時への発展

ヤあいさつ

'自己評価を行わせる。

・学習課題を達成できたか確認する。 (発言 ・挙手 ・カード)

・次時の学習課題を把握させる。

・協力して後片付けを行わせる。

・ケガ人め有無を確認する。

- 4 2 -


